
・3級相当以上の基準点（公共基準点）⇒すべての手続きが必要
・4級相当の基準点（公共基準点に準ずるもの）⇒第5条・第6条の手続きは不要

（１）第5条関係　→　公共基準点の使用

（第5条第１項） （第5条第３項）

（第5条第１項） （第5条第３項）

（承認条件）

（第5条第２項） （第5条第４項）

（２）第6条第１項関係　→　公共基準点周辺での工事施工

（第6条第１項）

注）施工前後の確認に必要な測量では、

第5条の手続きも兼ね、承認扱いとする。

（第6条第１項）

（第6条第２項）

（第6条第２項）

（第7条第１項）

平塚市公共基準点等管理保全要綱　手続き別フロー

終了

公共基準点使用報告書 受理

終了

受付

「（３）第7条関係」の「機能を阻害した場合」へ

平塚市土木総務課境界管理担当

検査不合格 検査合格

公共基準点を使用する者 平塚市（土木総務課）

公共基準点使用(包括)承認申請書

保全に必要な措置

施工後基準点測量

工事完了

工事着手

公共基準点使用(包括)承認書使用開始

使用時は、「公共基準点使用承認書」を携行

公共基準点付近での工事しゅん工報告書

使用終了

工事施工者 平塚市

公共基準点付近での工事施工届出書 受付

施工前基準点測量

受付

検査



（３）第8条関係　→　公共基準点の設置工事

（第7条第１、3項）

（第8条第１項）

（第8条第１項）

注）設置工事に必要な測量では、

第5条の手続きも兼ね、承認扱いとする。

（第8条第3項）

（第8条第3項）

（第8条第4項） （第8条第4項）

（第8条第5項）

受付

平塚市

設置工事完了

公共基準点設置工事しゅん工報告書

引渡し後、終了

設置工事着手

補修

検査

検査不合格 検査合格

工事施工者、事故原因者

公共基準点設置工事承認書

機能を阻害した場合

受付公共基準点設置工事申請書



（１）第６条第１項関係

・キャタピラ車等の重車両の上部通
行

Ｗ＝Ｂ＋２・Ｈ

・鋼矢板の打ち込み、引き抜き工事

・外壁改修等で基準点上に足場を
45° 45° 概ね5m 設置する工事

Ｈ

掘削底面幅：Ｂ

・防水工事等の建築工事
↓

はつり等のない工事の場合

・水槽改修工事等の建築設備工事

（３）第６条第２項関係
検査の合否判定基準 平塚市公共測量作業規程　Ｐ３０参照

（４）第８条第３項関係 街区基準点においては「街区基準点復元作業マニュアル（案）」のTS法を参照
検査の合否判定基準

5号様式(6条）、8号様式(8条)の添付書類
（１）写真
（２）観測手簿
（３）精度管理表
（４）基準点測量成果図面

支障をきたすおそれのない工事

平塚市公共基準点等管理保全要綱　解説
平塚市土木総務課境界管理担当

（１） （２） （３）
杭打ち、杭抜き工事にて円内に入る場合掘削工事にて機能阻害のおそれのある範囲


